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Abstract The Gd，+xBa2_xCU307_y (GdI23) bulk superconductor was prepared through the so-called 
MMTG process in the air. The superconducting transition temperature九forthe sample subjected to 
post-annealing in oxygen atmosphere was 94K. The critical current density Jc was determined to be 
50000AJcm2 at 77K and OT. The maximum trapped magnetic tlux density has reached 0.51 T at 77K at 
the center of sample surface， which is approxirnately twice as large as the same-sized YBa2CU307_y 
(YI23) bulk sample. 
L序論
L1 超伝導の歴史と背景
超伝導の歴史は、 191 年オラ ンダの物理学者
Kamerlingh Onnesが 4K付近で水銀の電気抵抗がゼロに
なることを発見した(1)ことに始まる。





























































































Yl23超伝導体の Yサイトを希土類元素 (RE Rare 
Earth = Nd、旬、 Eu、Gd、Dy、…)で置換した RE123も
Yl23と閉じ構造をとり、超伝導体となる。特に軽希土類
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92.0K、0磁場でのλ=2. 95 x 104A/cm2という報告があ
る(16)。そして、].Q. Daiらは、 Ce02を0.5wt.世添加する
ことにより試料直径20mm、え =92. 8K、0磁場での.fc=
4.80 X 104A/ cm2という結果を得ている(17)。また、低酸素
雰囲気での作製については、 Narikiらによって、試料直
径 65mmという大型試料において Tc=93. 5K、0磁場での














高い λが得られた。しかし、 1Tでの Lは約 4000A/cm2 
であり、依然として実用には不十分な値であった。その





































































Gd123 Gd211 = 3 : 1 (モル比)の割合で混合したもの








































































































温度範囲は 60~98K、測定温度間隔 O. 5~lK で、あった。
また外部磁場依存性は 77Kで測定した。印加磁場は、一7T


























図 7 Gd123溶融ノ〈ノレク体の実体写真 (条件出し)
y;， = 10080C 
10 ページ
愛知工業大学研究報告，第42号A，平成 19年，Vol.42・A，Mar， 2007 
図8 Gd123溶融パノレク体の実体写真(本作製)










































Bz国 x= 0.51T 
(b) Y123溶融バルク体(ホットシーディ ング法)
Bz回 'X= 0.27T 














































度 λを測定した。図 12に Gd123、Y123試料の 77Kでの
λの磁場依存性を示す
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